
志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

︱
︱
明
治
四
十
一
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
︱
︱

生

井

知

子

明
治
四
十
一
年

(一
九
〇
八
)
(数
え
二
十
六
歳
・
満
二
十
四
歳
～
二
十
五
歳
)

1
・
1
(水
)

直
哉
は
墓
参
︒
午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
が
来
宅
︒
夕
方
︑
武
者
小
路
実
篤
を
送
っ
て
︑
正
親
町
公
和
を
訪
問
︒
(
日
記
)

直
哉
は
池
田
譲
次
に
年
賀
状
を
書
く
︒
(M
41
・
1
・
1
池
田
譲
次
宛
書
簡
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
二
日
の
消
印
︒
修
善
寺
か
ら
昨
夜
帰
京
し
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

1
・
2
(木
)

午
前
か
ら
直
哉
は
福
引
を
作
り
︑
午
後
に
福
引
を
す
る
︒
(日
記
)
﹃
小
説

苔
の
床
﹄
執
筆
︒
(
未
定
稿
35
)

1
・
3
(金
)

午
前
︑
直
哉
は
自
室
に
人
を
集
め
て
話
す
︒
(日
記
)

1
・
4
(土
)

午
後
︑
直
哉
は
林
三
郎
の
所
に
行
き
︑
犬
の
子
を
貰
う
︒
(日
記
)

1
・
5
(日
)

直
哉
は
︑
昨
日
貰
っ
た
犬
を
鷲
と
命
名
し
︑
犬
と
遊
ぶ
︒
夜
︑﹃
苔
の
床
﹄
を
一
寸
直
す
︒
(
日
記
)

1
・
6
(月
)

武
者
小
路
実
篤
と
正
親
町
公
和
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(日
記
)

1
・
7
(火
)

直
哉
は
午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
夜
︑
里
見
弴
を
訪
問
︒
(日
記
)

1
・
8
(水
)

午
後
︑
直
哉
は
丸
善
に
行
く
︒
武
者
小
路
実
篤
・
里
見
弴
と
一
緒
に
な
っ
て
浮
世
絵
を
買
い
︑
帰
途
︑
演
伎
座
で
﹁
妹
背
山
御
殿
﹂
を
見

る
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)

八
九



1
・
9
(木
)

米
津
政
賢
と
木
下
利
玄
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
直
哉
は
風
邪
で
具
合
が
悪
い
︒﹃
苔
の
床
﹄
を
読
ん
で
聞
か
せ
る
︒
(日
記
)
(木
下
利
玄
日

記
)

1
・
10
(金
)

午
後
︑
直
哉
は
木
下
利
玄
を
訪
問
︒
正
親
町
公
和
︑
武
者
小
路
実
篤
も
来
て
い
る
︒
春
陽
堂
版
当
用
日
記
に
載
せ
ら
れ
た
小
説
・
随
筆
の

抜
粋
を
読
ん
で
作
者
名
を
あ
て
て
遊
ぶ
︒
夕
食
後
︑
正
親
町
公
和
は
辞
去
す
る
が
︑
三
人
で
高
浜
虚
子
﹃
病
児
﹄・
泉
鏡
花
﹃
榾
物
語
﹄

を
朗
読
︒
八
時
辞
去
︒
(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

有
島
生
馬
へ
手
紙
を
書
き
︑
浮
世
絵
と
高
浜
虚
子
の
小
説
﹃
鶏
頭
﹄
を
送
る
︒
彫
刻
を
始
め
た
そ
う
だ
ね
︑
ロ
ダ
ン
に
学
ぶ
つ
も
り
か
︑

セ
ザ
ン
ヌ
に
つ
い
て
の
有
島
生
馬
の
手
紙
を
貰
っ
て
興
味
を
持
っ
て
い
た
︑
有
島
武
郎
と
は
ち
ょ
い
ち
ょ
い
面
会
し
た
︑
入
営
中
は
勿
論
︑

出
て
か
ら
も
二
︑
三
度
訪
問
し
︑
一
度
訪
問
を
受
け
た
︑
里
見
弴
と
も
時
々
会
う
︑
有
島
行
郎
と
も
遊
び
友
達
に
な
っ
て
︑
よ
く
中
野
の

神
田
乃
武
の
別
荘
で
テ
ニ
ス
や
野
球
を
し
た
︑
な
ど
と
書
き
送
る
︒
(日
記
)
(
M
41
・
1
・
10
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

＊
中
野
の
桃
園
に
は
神
田
乃
武
の
別
荘
が
あ
っ
た
︒
郡
虎
彦
が
寄
寓
し
て
い
た
︒
(座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
つ
て
﹄
)

＊
『美
術
雑
談
﹄﹁﹁
白
樺
﹂
時
代
﹂
に
は
︽
セ
ザ
ン
ヌ
と
い
へ
ば
︑
有
島
が
外
国
か
ら
手
紙
で
︑
技
術
か
ら
い
へ
ば
一
画
書
生
に
も
及
ば

ぬ
と
紹
介
さ
れ
た
こ
と
を
憶
え
て
ゐ
る
︒
勿
論
感
服
し
て
知
ら
し
て
よ
こ
し
た
の
だ
が
︒︾
と
あ
る
︒

1
・
11
(土
)

直
哉
は
風
邪
で
朝
か
ら
寝
る
︒﹁
ホ
ト
ト
ギ
ス
﹂﹁
早
稲
田
文
学
﹂︑
泉
鏡
花
﹃
草
迷
宮
﹄
を
読
了
︒
(
日
記
)

1
・
12
(日
)

直
哉
は
風
邪
で
午
前
は
在
宅
︑
午
後
︑
落
語
研
究
会
へ
行
く
︒
夜
︑
武
者
小
路
実
篤
・
柳
宗
悦
が
来
宅
︒
(
日
記
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
麻
布
二
月
六
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

1
・
13
(月
)

朝
︑
起
き
な
い
う
ち
か
ら
︑
直
哉
は
志
賀
留
女
と
喧
嘩
︒
午
前
︑
墓
参
・
法
事
︒
午
後
︑
正
親
町
公
和
を
訪
問
︒
木
下
利
玄
が
来
て
い
る
︒

武
者
小
路
実
篤
も
来
る
︒
木
下
利
玄
の
歌
の
評
を
し
︑
四
時
に
辞
去
︒
夜
︑
林
三
郎
が
来
宅
︒
C
へ
手
紙
と
十
円
送
る
︒
(
日
記
)
(
木
下
利

玄
日
記
)

1
・
14
(火
)

直
哉
は
朝
か
ら
︑
昨
日
の
喧
嘩
を
書
い
た
﹃
非
小
説
︑
祖
母
﹄
執
筆
︒
(↓
後
の
﹃
或
る
朝
﹄
)
(
日
記
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

九
〇



＊
後
に
対
談
﹃
小
説
に
つ
い
て
﹄
の
中
で
︑
直
哉
は
﹃
或
る
朝
﹄
に
つ
い
て
︽
短
い
︑
あ
ん
な
作
品
で
︑
書
く
要
領
が
分
っ
た
と
い
う
の

は
お
か
し
い
け
れ
ど
︑
そ
れ
ま
で
は
無
駄
を
書
い
て
仕
様
が
な
か
っ
た
ん
だ
ね
︒
非
常
に
細
か
い
こ
と
迄
書
い
て
ね
︑
そ
の
癖
が
な
か
な

か
直
ら
な
か
っ
た
︒
そ
の
た
め
に
︑
書
い
て
い
て
纏
ま
ら
な
か
っ
た
︒
途
中
で
皆
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
︒
人
間
の
動
作
な
ん
か
も
い

ろ
い
ろ
と
細
か
く
書
い
て
し
ま
っ
て
ね
︒︾
と
発
言
し
て
い
る
︒

1
・
15
(
水
)

直
哉
は
午
後
︑
一
人
で
東
京
座
に
行
き
︑﹁
東
風
物
語
﹂
の
新
派
芝
居
を
見
る
︒
喜
多
村
緑
郎
・
高
田
実
・
五
味
国
太
郎
・
伊
井
蓉
峰
な

ど
︒
喜
多
村
緑
郎
の
女
形
を
初
め
て
見
た
︒
子
役
の
高
田
亘
が
い
い
と
思
う
︒
東
京
座
か
ら
木
下
利
玄
に
絵
葉
書
を
出
す
︒
(日
記
)
(M

41
・
1
・
15
木
下
利
玄
宛
書
簡
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)

1
・
16
(木
)

夜
︑
林
三
郎
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(日
記
)

1
・
17
(金
)

午
前
か
ら
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
午
後
︑
直
哉
は
銀
座
か
ら
丸
善
に
行
く
︒
夜
︑
麻
布
亭
に
行
く
︒
(
日
記
)

1
・
18
(土
)

午
後
︑
直
哉
は
中
野
に
行
く
︒
(日
記
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
直
哉
の
新
作
を
ホ
ト
ト
ギ
ス
派
と
自
然
派
の
間
に
あ
る
作
で
︑
事
実
に
よ
っ
て
い
る
だ
け
奥
行

が
あ
る
︑
皆
生
き
て
い
る
と
褒
め
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

1
・
19
(日
)

直
哉
は
大
崎
の
氷
す
べ
り
に
行
く
︒
午
後
︑
中
野
で
遊
ぶ
︒
木
下
利
玄
が
来
宅
︒
(日
記
)

1
・
20
(月
)

午
前
︑
直
哉
は
有
島
生
馬
・
田
中
平
一
・
末
永
馨
・
半
谷
・
岩
下
家
一
・
木
村
・
里
見
弴
に
葉
書
を
書
く
︒
午
後
︑
木
村
家
訪
問
︒
明
治

座
の
﹁
ベ
ニ
ス
の
商
人
﹂
を
見
る
︒
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
の
戯
曲
を
買
い
︑
夜
︑
林
三
郎
を
訪
問
︒
帰
り
に
組
幸
の
﹁
壺
坂
霊
験
記
﹂

を
聞
く
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)

1
・
21
(火
)

午
前
︑
志
賀
留
女
が
神
経
痛
で
苦
し
む
︒
午
後
︑
正
親
町
公
和
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(
日
記
)

有
島
武
郎
が
︽
兵
営
ニ
ア
ル
間
ニ
起
リ
シ
結
婚
ノ
問
題
ハ
我
ガ
身
ニ
癒
ス
可
ラ
ザ
ル
深
キ
疵
ヲ
与
ヘ
ヌ
︒︾
︽
安
子
ノ
身
ノ
上
︑
志
賀
ノ
悲

劇
︑
其
他
思
ヒ
設
ケ
ザ
ル
事
共
ハ
我
ガ
兵
営
生
活
ノ
間
ニ
起
リ
ヌ
︒︾
と
日
記
に
記
す
︒
(
有
島
武
郎
﹃
観
想
録
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

九
一



1
・
22
(水
)

午
前
︑
直
哉
は
会
計
の
帳
面
の
部
類
分
け
を
す
る
︒
(日
記
)

1
・
23
(木
)

直
哉
は
︑
朝
一
人
で
大
崎
に
氷
す
べ
り
に
行
く
︒
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
木
下
利
玄
・
正
親
町
公
和
も
来
る
︒
(
日
記
)

1
・
24
(金
)

直
哉
は
歌
舞
伎
座
で
﹁
通
俗
西
遊
記
﹂
を
観
劇
︒
猿
之
助
の
孫
悟
空
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)

1
・
25
(土
)

午
後
︑
直
哉
は
正
親
町
公
和
を
訪
問
︒
夜
︑
里
見
弴
を
訪
問
︒
(日
記
)

1
・
26
(日
)

午
前
︑
直
哉
は
内
村
鑑
三
の
所
に
行
く
︒
午
後
︑
木
下
利
玄
を
訪
問
︒
新
井
雨
泉
が
来
て
お
り
︑
紹
介
さ
れ
る
︒
米
津
政
賢
も
来
る
︒
芝

居
小
説
な
ど
文
芸
の
話
を
し
︑
夕
方
辞
去
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
277
)
(
木
下
利
玄
日
記
)

こ
の
頃

直
哉
は
︑﹃
工
夫
の
妻
﹄
の
単
行
本
の
表
紙
を
考
え
る
︒
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
277

P
279
︑
280
に
も
構
想
メ
モ
あ
り
)

1
・
27
(月
)

午
前
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
午
後
︑
直
哉
は
散
歩
し
︑
樋
口
一
葉
の
墓
参
︒
(
日
記
)

1
・
28
(火
)

直
哉
は
風
邪
の
た
め
︑
正
親
町
公
和
の
所
へ
集
ま
る
筈
な
の
を
断
っ
て
寝
る
︒
中
井
常
次
郎
の
診
察
を
受
け
る
︒
(
日
記
)

1
・
29
(水
)

直
哉
は
多
少
回
復
︒
午
前
か
ら
武
者
小
路
実
篤
が
来
宅
︒
武
者
小
路
実
篤
の
﹃
不
幸
な
る
恋
﹄
を
傑
作
と
思
い
単
行
本
を
出
す
よ
う
に
勧

め
る
︒
(↓
後
﹃
荒
野
﹄
所
収
)
夜
︑
西
鶴
の
﹃
好
色
一
代
男
﹄
を
読
む
︒
(日
記
)
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
旧
稿
の
内
よ
り

(潔
の
日
記
)﹄
﹁
単
行
本

熱
﹂
)

1
・
30
(木
)

直
哉
は
西
鶴
の
﹃
好
色
一
代
男
﹄
を
読
了
︒
午
後
︑
正
親
町
公
和
が
来
宅
︒
正
親
町
公
和
の
小
説
を
読
む
が
感
心
し
な
い
︒
(
日
記
)

1
・
31
(
金
)

直
哉
は
西
鶴
の
﹃
好
色
一
代
女
﹄
を
半
分
読
む
︒
夜
は
﹃
郡
の
ザ
ン
ゲ
﹄
を
三
回
だ
け
書
く
︒
(
↓
後
の
﹁
手
帳
12
﹂
補
⑥
P
10
～
11
︑
後
の

﹁
ノ
ー
ト
5
﹂
補
⑥
P
214
～
220
﹃
広
田
の
懺
悔
﹄
)
(日
記
)

2
・
1
(土
)

夜
︑
林
三
郎
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
直
哉
は
﹃
郡
の
ザ
ン
ゲ
﹄
を
少
し
書
く
︒
米
津
政
賢
か
ら
﹃
朝
﹄
(
↓
後
の
﹃
或
る
朝
﹄
)
を
大
変
褒
め
た

評
が
来
る
︒
(日
記
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
単
行
本
出
版
に
傾
き
つ
つ
あ
る
事
︑
雑
誌
も
四
月
か
ら
出
し
て
も
い
い
と
思
う
事
な
ど
を
書
き

送
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

九
二



2
・
2
(日
)

直
哉
は
︑
内
村
鑑
三
の
所
に
行
く
︒﹁
ル
カ
伝
﹂
第
十
六
章
︒
午
後
︑
正
親
町
公
和
の
家
で
十
四
日
会
︒
武
者
小
路
実
篤
は
二
枚
の
短
篇
︑

正
親
町
公
和
・
木
下
利
玄
・
直
哉
は
未
完
成
作
品
︒
出
来
た
部
分
だ
け
を
読
む
︒
夕
食
後
も
雑
談
︒
寺
田
︑
尾
崎
康
二
が
来
る
︒
木
下
利

玄
と
四
谷
見
付
ま
で
一
緒
に
帰
る
︒
(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
278
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︑
麻
布
二
月
二
十
二
日
の
消
印
︒
正
月
以
来
︑
雑
誌
の
こ
と
で
忙
し
い
だ
ろ
う
︑
も

う
出
る
頃
だ
な
と
思
う
︑
大
学
に
は
も
う
通
学
し
て
い
な
い
の
か
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

2
・
3
(月
)

武
者
小
路
実
篤
の
所
で
︑
吉
光
長
一

(空
華
)
の
三
回
忌
を
す
る
︒
(日
記
)

2
・
6
(木
)

直
哉
は
正
親
町
公
和
の
所
に
行
く
︒
武
者
小
路
実
篤
も
来
る
︒
(日
記
)

2
・
7
(金
)

午
後
︑
直
哉
は
丸
善
に
行
き
︑
武
者
小
路
実
篤
と
会
っ
て
一
緒
に
帰
宅
︒
(日
記
)

2
・
9
(日
)

午
前
︑
直
哉
は
︑
内
村
鑑
三
の
所
に
行
く
︒﹁
ル
カ
伝
﹂
第
十
六
章
の
十
九
︒
木
下
利
玄
の
家
に
立
寄
る
︒
武
者
小
路
実
篤
も
来
て
い
る
︒

山
岸
を
訪
問
し
︑
武
者
小
路
実
篤
の
本
を
頼
む
︒﹃
工
夫
の
妻
﹄
の
構
想
を
手
帳
に
記
す
︒
(日
記
)
(
木
下
利
玄
日
記
)
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
278

～
280
)

2
・
10
(月
)

夜
︑
直
哉
は
内
村
鑑
三
の
茶
話
会
に
出
る
︒
(日
記
)

2
・
11
(火
)

午
後
︑
直
哉
は
三
島
弥
吉
の
所
に
行
く
︒
二
十
数
人
集
ま
る
︒
(日
記
)

2
・
12
(水
)

午
前
︑
直
哉
は
志
賀
直
方
に
頼
ま
れ
た
大
礼
服
を
持
っ
て
中
川
に
行
き
︑
裁
縫
職
人
の
特
徴
は
無
口
だ
と
聞
く
︒
午
後
︑
市
村
座
で
観
劇
︒

﹁
櫓
太
鼓
成
田
仇
討
﹂
を
見
る
︒
柳
盛
座
に
初
め
て
行
く
︒﹁
熊
谷
陣
屋
﹂
を
見
る
が
︑
ひ
ど
い
も
の
︒
黒
木
三
次
が
来
宅
︒
(日
記
)
(﹁
手

帳
10
﹂
補
⑤
P
280
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
直
哉
の
批
評
に
対
し
て
不
服
な
所
を
述
べ
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

2
・
13
(木
)

午
前
︑
直
哉
は
一
人
で
大
崎
の
氷
す
べ
り
に
行
く
︒
午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
の
所
に
行
き
︑
夜
︑
里
見
弴
の
所
に
行
っ
て
十
一
時
ま
で
話

す
︒
(日
記
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

九
三



こ
の
頃
か
？

直
哉
は
︑
木
下
利
玄
・
里
見
弴
と
の
関
西
旅
行
の
計
画
を
立
て
︑
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
280
～
281
)

直
哉
は
一
人
で
旅
行
の
日
程
を
考
え
︑
十
日
あ
ま
り
の
旅
だ
が
三
十
五
円
く
ら
い
か
か
る
︑
頑
張
っ
て
両
親
を
説
得
す
る
よ
う
に
︑
と
い

う
手
紙
を
添
え
て
里
見
弴
に
送
っ
た
︒
(里
見
弴
﹃
若
き
日
の
旅
﹄
)
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
六
)

2
・
14
(金
)

午
後
︑
直
哉
は
朝
日
新
聞
社
に
行
っ
て
講
演
の
切
符
を
買
い
︑
山
岸
を
訪
問
し
て
武
者
小
路
実
篤
の
原
稿
を
渡
す
︒
錦
絵
を
買
っ
て
︑
里

見
弴
を
訪
問
︒
(日
記
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒﹃
恋
愛
神
聖
論
者
﹄
を
﹃
隣
室
の
話
﹄
と
直
し
た
︑
本
は
三
月
中
に
出
し
た
い
と
思
う
︑
な
ど
︒

(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

2
・
15
(土
)

直
哉
は
神
田
の
青
年
会
館
へ
朝
日
講
演
会
を
聞
き
に
行
く
︒
内
藤
鳴
雪
︑
夏
目
漱
石
︑
三
宅
雪
嶺
﹁
不
得
要
領
﹂
な
ど
︒
(
日
記
)

＊
三
宅
雪
嶺
﹁
不
得
要
領
﹂
は
大
変
面
白
か
っ
た
︒
(﹃
演
説
の
印
象
﹄
)

2
・
16
(日
)

午
前
︑
直
哉
は
志
賀
直
方
︑
太
田
登
志
彦
ら
と
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
︒
岩
下
家
一
に
手
紙
を
書
く
︒
午
後
︑
里
見
弴
︑
児
島
喜
久
雄
︑
正
親
町

実
慶
が
来
宅
︒
(日
記
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
十
七
日
の
消
印
︑
麻
布
三
月
七
日
の
消
印
︒
昨
日
無
事
に
浮
世
絵
が
届
い
た
と
の
こ
と
︒

(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

2
・
17
(月
)

午
後
︑
直
哉
は
日
本
橋
の
正
金
銀
行
に
行
っ
た
が
四
時
過
ぎ
で
駄
目
だ
っ
た
︒
郵
便
局
も
駄
目
だ
っ
た
︒
真
砂
座
で
﹁
俠
艶
録
﹂
を
見
る
︒

帰
途
︑
玉
の
井
亭
で
︑
昇
之
助
の
﹁
本
朝
廿
四
孝
﹂
四
段
目

(十
種
香
)
を
ほ
ぼ
一
年
ぶ
り
で
聞
く
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の

巻
)

2
・
18
(火
)

直
哉
は
中
央
郵
便
局
で
岩
下
家
一
に
二
百
円
を
送
金
︒
武
者
小
路
実
篤
の
家
に
行
く
︒
正
親
町
公
和
も
来
る
︒
帰
途
︑
里
見
弴
の
所
に
寄

り
︑
演
伎
座
で
﹁
大
杯
觴
酒
戦
強
者
﹂
を
見
る
︒
夜
︑
正
親
町
公
和
の
﹃
霞
の
奥
﹄
を
読
む
︒
田
中
平
一
か
ら
エ
リ
ナ
ー
・
グ
リ
ン
の

“
T
h
re
e
W
e
e
k
s”
が
来
る
︒
警
醒
社
が
武
者
小
路
実
篤
﹃
荒
野
﹄
の
出
版
を
引
き
受
け
る
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

九
四



＊
“
T
h
re
e
W
e
e
k
s”
は
︑
ア
メ
リ
カ
で
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
い
か
が
わ
し
い
本
だ
っ
た
︒
(
座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
つ
て
﹄
)

2
・
19
(水
)

午
後
︑
直
哉
は
正
親
町
公
和
の
﹃
霞
の
奥
﹄
を
評
し
︑
山
岸
を
訪
問
の
後
︑
正
親
町
公
和
を
訪
問
す
る
︒
(
日
記
)

直
哉
は
︑
手
帳
に
︑
一
家
の
不
和
の
原
因
を
︑
①
志
賀
家
に
お
け
る
直
哉
の
権
力
を
守
ろ
う
と
す
る
留
女
の
心
が
父
母
に
不
快
で
あ
る

事
︑
②
血
の
つ
な
が
ら
な
い
浩
と
直
哉
と
の
関
係
は
︑
母
子
と
い
う
よ
り
兄
嫁
と
義
弟
の
も
の
に
近
く
︑
浩
は
直
哉
を
夫
と
同
列
に
扱

う
事
︑
浩
に
は
直
温
と
の
関
係
を
調
和
し
て
く
れ
る
だ
け
の
力
も
余
裕
も
な
い
事
︑
③
直
哉
と
直
温
と
は
振
り
返
る
と
い
う
事
が
出
来

な
い
性
質
が
そ
っ
く
り
で
あ
る
事
と
分
析
し
︑
更
に

④
《血
に
於
て
最
も
近
き
も
の
は
父
で
あ
る
︑
此
所
に
解
ら
な
い
一
種
の
情
が
あ

る
︑
可
笑
し
な
事
は
︑
例
へ
ば
人
に
︑﹁
貴
君
は
だ
ん
〳
〵
父
上
に
似
て
来
た
﹂
と
い
ふ
や
う
な
事
を
い
は
れ
る
︑
こ
ん
な
時
余
は
一
種

く
す
ぐ
ら
れ
る
や
う
な
い
ふ
に
い
は
れ
ぬ
妙
な
嬉
し
さ
を
感
ず
る
︒
こ
れ
程
不
和
な
︑
父
を
父
と
も
思
は
ぬ
余
が
か
う
い
は
れ
て
そ
れ
程

嬉
し
く
思
ふ
の
は
変
で
は
な
い
か
︑
余
は
此
所
に
脈
が
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る

余
に
か
う
い
ふ
感
じ
の
あ
る
事
を
夢
に
も
父
は
知
ら
な

い
の
だ
︒
父
に
も
こ
れ
に
似
た
感
情
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
︑
多
分
あ
る
だ
ら
う
︑︾
︽
一
家
の
不
和

何
が
悪
い
と
い
つ
て
︑
死
む
だ
お

母
ッ
さ
ん
が
一
番
悪
い
︒︾
と
記
す
︒
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
282
～
284
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
金
は
い
つ
で
も
良
い
そ
う
だ
︑
今
清
書
し
て
い
る
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

2
・
20
(木
)

直
哉
は

“
T
h
re
e
W
e
e
k
s”
を
読
む
︒
夜
︑
林
三
郎
が
来
宅
︒
(日
記
)

2
・
21
(金
)

午
前
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
午
後
︑
直
哉
は
︑
荒
川
へ
行
っ
て
口
絵
を
頼
み
︑
木
下
利
玄
を
訪
問
︒
高
浜
虚
子
の
﹃
三
十

五
歳
﹄
を
読
み
︑
夜
︑
山
岸
を
訪
問
︒
泉
鏡
花
﹃
婦
系
図
﹄
を
読
む
︒
(日
記
)

木
下
利
玄
が
大
学
図
書
館
か
ら
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
二
十
三
日
か
二
十
五
日
の
午
後
︑
志
賀
家
に
行
き
た
い
︑
昨
夜
︑
正
親
町
公
和
が

来
た
︑
正
親
町
公
和
の
﹃
酒
と
本
﹄
は
こ
れ
ま
で
の
中
で
一
番
良
い
と
認
め
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

＊
二
月
二
十
日
の
木
下
利
玄
日
記
で
は
︑
武
者
小
路
実
篤
と
直
哉
が
︑﹃
酒
と
本
﹄
は
正
親
町
公
和
の
今
ま
で
の
作
の
中
で
一
番
い
い
と

ほ
め
た
と
あ
る
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

九
五



2
・
22
(土
)

直
哉
は
泉
鏡
花
﹃
婦
系
図
﹄
(前
編
)
を
読
了
︒
蔵
書
印
を
押
す
時
︑
気
に
入
っ
た
印
を
作
る
こ
と
を
考
え
て
︑
志
賀
直
道
か
ら
の
古
手

紙
を
読
み
︑
祖
父
の
情
を
感
じ
る
︒
午
後
︑
岡
野
︑
黒
木
三
次
︑
木
村
節
へ
手
紙
︒
夜
︑
“
T
h
re
e
W
e
e
k
s”
を
読
む
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳

10
﹂
補
⑤
P
285
～
287
)

2
・
23
(日
)

午
前
︑
直
哉
は
荒
川
に
行
き
︑
午
後
︑
家
族
と
演
伎
座
見
物
︒
夜
︑
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
木
下
利
玄
が
来
て
い
る
︒
単
行
本
の
話
︑

小
説
の
話
を
す
る
︒
(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

2
・
24
(月
)

夜
︑
林
三
郎
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(日
記
)

2
・
25
(
火
)

午
前
︑
直
哉
は

“
T
h
re
e
W
e
e
k
s”
を
読
む
︒
午
後
︑
木
下
利
玄
・
武
者
小
路
実
篤
が
来
宅
︒
武
者
小
路
実
篤
の
﹃
妾
の
子
﹄
を
読
む
︒

(日
記
)

2
・
26
(水
)

直
哉
は

“
T
h
re
e
W
e
e
k
s”
を
読
了
︒
夜
︑
泉
鏡
花
の
﹃
政
談
十
二
社
﹄
を
読
了
︒
(日
記
)

家
出
を
し
た
男
女
が
行
き
倒
れ
に
な
り
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
家
へ
送
り
返
さ
れ
る
話
を
考
え
る
︒
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
290
)

2
・
27
(木
)

午
後
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
寺
田
健
一
・
木
下
利
玄
が
来
る
︒
帰
途
︑
細
川
護
立
の
家
に
寄
る
︒
(
日
記
)

2
・
28
(金
)

午
後
か
ら
直
哉
は
正
親
町
公
和
の
家
に
行
き
︑
武
者
小
路
実
篤
と
警
醒
社
に
行
っ
て
原
稿
を
渡
す
︒
(
日
記
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
二
十
九
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

2
・
29
(土
)

直
哉
は
一
日
不
快
︒
(日
記
)

3
・
1
(日
)

直
哉
は
内
村
鑑
三
の
所
に
遅
刻
す
る
︒
山
岸
に
寄
り
︑
田
村
寛
貞
を
訪
問
︒
里
見
弴
の
所
に
寄
っ
て
正
親
町
公
和
の
家
に
行
き
︑
武
者
小

路
実
篤
と
会
う
︒
(日
記
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
六
日
の
消
印
︑
麻
布
三
月
二
十
六
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

3
・
2
(月
)

午
前
︑
直
哉
は
七
︑
八
軒
へ
葉
書
を
書
き
︑
午
後
︑
藤
田
を
見
舞
う
︒
途
中
広
重
の
﹃
東
海
道
五
十
三
次
﹄
と
﹃
光
琳
画
譜
﹄
を
買
う
︒

浅
草
公
園
で
活
動
写
真
を
見
る
︒
夜
︑
宮
戸
座
で
﹁
古
代
形
御
誂
新
染
﹂
な
ど
を
見
る
︒
鬼
丸
・
源
之
助
な
ど
︒﹁
趣
味
﹂
を
読
む
︒
(日

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

九
六



記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)

3
・
3
(火
)

鎌
倉
か
ら
︑
志
賀
直
方
・
峯
夫
妻
が
来
る
︒
田
中
平
一
か
ら
直
哉
に
ミ
レ
ー
の
本
が
届
き
︑
﹃
草
迷
宮
﹄
を
送
る
︒
(
日
記
)

直
哉
は
︑
手
帳
に
﹃
お
為
と
由
夫
﹄
に
関
す
る
︽
恋
し
合
つ
た
夫
婦
よ
り
好
き
合
つ
た
夫
婦
の
方
が
︑
平
和
で
長
い
親
し
み
を
保
て
る
︒︾

と
い
う
メ
モ
を
記
す
︒
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
291
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

3
・
4
(水
)

直
哉
は
︽
彼
が
唯
一
の
楽
み
は
夢
の
や
う
な
過
去
を
夢
の
や
う
に
思
ひ
う
か
べ
る
事
で
あ
る
︑
︾︽
将
来
は
彼
に
と
つ
て
長
い
鉄
管
を
覗
く

や
う
︾
で
︑
そ
の
先
は
︽
死
︾
で
ふ
さ
が
れ
て
い
る
と
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
291
～
292
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
ド
イ
ツ
語
の
試
験
勉
強
は
ま
だ
一
生
懸
命
に
は
し
て
い
な
い
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

3
・
5
(木
)

本
郷
の
川
村
弘
が
直
哉
に
手
紙
を
出
す
︒
直
哉
が
葉
書
で
知
ら
せ
て
き
た
十
五
日
の
会
に
出
席
す
る
と
の
返
事
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村

弘
書
簡
)

3
・
6
(金
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
ド
イ
ツ
語
は
今
朝
か
ら
頑
張
り
だ
し
た
︑
﹁
落
の
字
の
方
が
御
為
﹂
と
い
う
直
哉
か
ら
の
葉
書
に
慰

め
ら
れ
た
︑
米
津
政
賢
か
ら
来
週
火
曜
日
に
直
哉
と
来
ら
れ
な
い
か
と
言
っ
て
来
た
が
︑
来
週
木
曜
日
の
方
が
好
都
合
だ
︑
な
ど
︒
(﹃
志

賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

3
・
8
(日
)

午
前
︑
直
哉
は
内
村
鑑
三
の
所
に
行
く
︒﹁
ル
カ
伝
﹂
第
十
七
章
︒
午
後
︑
中
坂
下
の
教
会
で
︑
戸
川
秋
骨
・
島
村
抱
月
・
相
馬
御
風
ら

の
話
を
聞
く
︒
明
治
座
で
﹁
鷺
娘
﹂
を
見
る
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
295
～
296
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)

＊
戸
川
秋
骨
の
﹃
サ
ロ
メ
﹄
の
話
を
聞
い
て
︑
下
手
だ
が
人
間
の
い
い
感
じ
が
頭
に
残
っ
た
︑
と
い
う
の
は
こ
の
時
の
こ
と
か
？

(﹃
演

説
の
印
象
﹄
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
ド
イ
ツ
語
の
試
験
は
失
敗
し
た
︑
米
津
政
賢
か
ら
木
曜
は
都
合
が
悪
い
と
言
っ
て
き
た
の
で
︑
十
日

に
行
こ
う
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

九
七



3
・
10
(火
)

午
前
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
の
所
に
行
き
︑
午
後
︑
米
津
政
賢
の
所
に
行
く
︒
木
下
利
玄
と
話
す
︒
(
日
記
)

3
・
13
(金
)

直
哉
は
︑
木
下
利
玄
の
家
で
一
万
五
千
里
生
の
名
で
﹃
小
説

電
信
柱
﹄
執
筆
︒
来
年
﹁
白
樺
﹂
を
発
行
す
る
と
︑
一
回
六
十
円
の
損
が

出
る
が
︑
そ
の
費
用
を
め
ぐ
っ
て
の
ア
イ
デ
ア
を
記
す
︒
(未
定
稿
37
)

3
・
14
(土
)

直
哉
は
午
後
一
時
頃
︑
木
下
利
玄
の
家
に
行
く
︒
十
四
日
会
︒
木
下
利
玄
は
﹃
仲
な
ほ
り
﹄
第
二
作
を
読
む
︒
直
哉
は
福
吉
町
で
迷
子
に

会
い
︑
芝
の
警
察
署
に
届
け
る
︒
(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

3
・
15
(日
)

直
哉
は
午
前
︑
内
村
鑑
三
の
所
に
行
く
︒﹁
ル
カ
伝
﹂
第
十
七
章
の
二
十
か
ら
︒
午
後
︑
中
野
に
行
く
︒
夜
は
睦
友
会
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳

10
﹂
補
⑤
P
297
)

3
・
16
(月
)

午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
旧
稿
の
内
よ
り

(潔
の
日
記
)﹄
﹁
力
だ
け
﹂
)

3
・
17
(火
)

午
後
︑
里
見
弴
・
木
下
利
玄
が
志
賀
家
に
来
宅
︑
直
哉
と
関
西
旅
行
の
話
を
す
る
︒
木
下
利
玄
に
︑
一
緒
に
パ
ッ
チ
を
古
着
屋
に
買
い
に

行
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
︑
一
旦
は
引
き
受
け
る
が
︑
た
ま
ら
な
く
嫌
に
な
っ
て
断
る
︒
せ
い
ぜ
い
五
十
銭
安
い
買
い
物
を
す
る
た
め
に

わ
ざ
わ
ざ
他
人
の
た
め
に
出
か
け
る
の
は
侮
辱
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
と
葉
書
に
書
い
て
木
下
利
玄
に
送
る
︒
夜
︑
林
三
郎
が
来
宅
︒

(日
記
)
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
297
～
299
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
二
月
二
十
三
日
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
︑
近
頃
は
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
を
読
ん
で
い
る
︑
モ
ー
パ
ッ
サ

ン
を
次
便
で
送
る
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

3
・
18
(水
)

午
前
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
し
︑
校
正
を
す
る
︒
午
後
︑
直
哉
は
里
見
弴
の
所
に
行
き
︑
有
島
生
馬
の
絵
を
見
る
︒
(日
記
)

3
・
19
(木
)

午
後
︑
直
哉
は
烏
合
会
に
行
く
︒
明
治
座
で
﹁
歌
舞
伎
物
語
﹂
を
二
幕
見
︑
新
富
座
で
喜
多
村
緑
郎
の
﹁
河
庄
・
紙
治
﹂
を
見
て
︑
い
い

と
思
う
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤
P
299
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)

3
・
20
(金
)

午
前
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
て
校
正
︒
午
後
︑
直
哉
は
警
醒
社
に
行
く
︒
夜
︑
服
部
他
之
助
に
招
待
さ
れ
て
行
く
︒
藤
沢
古
雪
︑

田
村
寛
貞
︑
柳
宗
悦
も
来
る
︒
(日
記
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

九
八



3
・
21
(土
)

午
後
︑
直
哉
は
柳
宗
悦
に
誘
わ
れ
︑
上
野
の
音
楽
会
に
行
く
︒
こ
れ
か
ら
は
時
々
行
こ
う
と
思
う
︒
(
日
記
)

3
・
22
(日
)

直
哉
は
︑
朝
か
ら
︑
志
賀
英
子
・
直
三
・
淑
子
︑
石
井
と
浅
草
に
行
く
︒
電
気
館
・
玉
乗
・
十
二
階
な
ど
︒
午
後
三
時
半
頃
帰
宅
︒
夜
︑

武
者
小
路
実
篤
と
松
村
務
が
来
宅
︒
(日
記
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
二
十
六
日
の
消
印
︑
麻
布
四
月
十
六
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

3
・
23
(月
)

直
哉
は
午
前
正
親
町
公
和
の
所
に
行
く
︒
武
者
小
路
実
篤
が
い
る
︒
午
後
︑
里
見
弴
の
所
に
行
き
︑
有
島
生
馬
の
油
絵
を
見
る
︒
夜
︑

﹁
新
声
﹂
と
高
山
樗
牛
を
読
む
︒
(日
記
)

3
・
24
(火
)

直
哉
は
︑
犬
の
鷲
を
洗
う
︒
束
縛
を
嫌
う
犬
の
姿
を
見
て
感
じ
た
事
を
手
帳
に
記
す
︒
夜
︑
高
山
樗
牛
を
読
む
︒
(
日
記
)
(﹁
手
帳
10
﹂
補
⑤

P
300
～
302
)

直
哉
は
︑
木
下
利
玄
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
明
後
日
の
歌
舞
伎
は
︑
米
津
政
賢
も
行
く
︑
な
ど
︒
(
M
41
・
3
・
24
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

こ
の
日
か
？

柳
宗
悦
は
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
先
日
は
音
楽
会
で
失
礼
︑
御
依
頼
の
ワ
ッ
ツ
の
絵
を
売
っ
て
い
る
所
を
お
知
ら
せ
す
る
︑
な
ど
︒

(﹃
柳
宗
悦
全
集
﹄
)

3
・
25
(水
)

午
後
︑
直
哉
は
正
親
町
公
和
の
所
に
行
く
︒
夜
︑
武
者
小
路
実
篤
と
黒
木
三
次
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
高
山
樗
牛
を
読
む
︒
(
日
記
)

3
・
26
(木
)

｢手
帳
12
﹂
(
Im
p
re
ssio
n
s
X
V
)
を
使
い
始
め
る
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
⑥
P
3
～
)

朝
︑
直
哉
は
志
賀
直
温
に
こ
れ
か
ら
旅
行
に
行
く
と
挨
拶
を
し
︑
学
校
へ
も
行
か
な
い
で
何
の
為
に
そ
ん
な
所
へ
行
く
と
怒
ら
れ
︑
大
学

は
ど
う
す
る
と
言
わ
れ
て
︑
や
め
る
つ
も
り
だ
と
喧
嘩
を
す
る
︒
父
が
出
か
け
て
し
ま
い
旅
費
が
な
い
の
で
︑
志
賀
留
女
の
金
七
十
円
を

出
し
て
出
か
け
る
︒
(M
41
・
4
・
21
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

午
後
︑
直
哉
は
歌
舞
伎
座
に
行
く
︒
木
下
利
玄
︑
里
見
弴
︑
細
川
護
立
︑
米
津
政
賢
と
落
ち
合
い
︑
﹁
伽
羅
先
代
萩
﹂
を
見
る
︒
団
蔵
の

仁
木
弾
正
︑
松
助
の
外
記
︒
細
川
と
米
津
に
﹃
旅
中
日
記

寺
の
瓦
﹄
の
ノ
ー
ト
に
寄
せ
書
き
を
貰
う
︒
夜
十
一
時
の
汽
車
で
︑
木
下
利

玄
・
里
見
弴
と
関
西
へ
出
発
︒
(日
記
)
(﹃
寺
の
瓦
﹄
)
(里
見
弴
﹃
若
き
日
の
旅
﹄
)
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
六
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

九
九



3
・
27
(金
)

七
時
頃
︑
直
哉
ら
一
行
︑
熱
田
着
︒
熱
田
神
宮
見
学
︒
午
後
一
時
四
十
分
名
古
屋
発
の
汽
車
で
伊
賀
上
野
に
行
く
︒
午
後
五
時
着
︒
(日

記
)
(﹃
寺
の
瓦
﹄
)
(里
見
弴
﹃
若
き
日
の
旅
﹄
)
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
六
)

3
・
28
(土
)

直
哉
ら
一
行
︑
月
ヶ
瀬
に
向
か
う
︒
夕
方
︑
笠
置
山
に
登
り
︑
笠
置
館
泊
︒
(
日
記
)
(﹃
寺
の
瓦
﹄
)
(里
見
弴
﹃
若
き
日
の
旅
﹄
)
(里
見
弴
﹃
君
と

私
﹄
十
六
)

直
哉
・
里
見
弴
・
木
下
利
玄
が
︑
月
瀬
奥
ノ
谷
梅
林
の
絵
葉
書
を
︑
木
下
利
玄
宛
に
出
す
︒
(
M
41
・
3
・
28
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

3
・
29
(日
)

直
哉
ら
一
行
︑
宇
治
へ
︒
平
等
院
︑
宇
治
上
神
社
︑
興
聖
寺
︑
黄
檗
山
万
福
寺
を
見
る
︒
夕
方
︑
京
都
へ
︒
三
条
小
橋
の
吉
岡
屋
泊
︒
直

哉
が
以
前
泊
ま
っ
た
事
の
あ
る
部
屋
に
通
さ
れ
る
︒
夜
︑
新
京
極
で
俄
を
見
る
︒
(日
記
)
(﹃
寺
の
瓦
﹄
)
(里
見
弴
﹃
若
き
日
の
旅
﹄
)
(里
見
弴

﹃
君
と
私
﹄
十
六
)

直
哉
・
里
見
弴
・
木
下
利
玄
が
︑
平
等
院
鳳
凰
堂
の
絵
葉
書
を
︑
木
下
利
玄
宛
に
出
す
︒
(
M
41
・
3
・
29
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

3
・
30
(月
)

直
哉
ら
一
行
︑
祇
園
︑
方
広
寺
︑
博
物
館
︑
三
十
三
間
堂
︑
養
源
院
の
血
天
井
︑
清
水
寺
︑
八
坂
神
社
︑
知
恩
院
︑
南
禅
寺
な
ど
を
見
る
︒

五
条
坂
の
骨
董
屋
で
直
哉
と
里
見
弴
は
歌
麿
の
絵
を
買
う
︒
夜
︑
第
二
福
真
亭
で
娘
義
太
夫
を
聞
く
︒
(
日
記
)
(﹃
寺
の
瓦
﹄
)
(里
見
弴
﹃
若

き
日
の
旅
﹄
)
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
六
)

3
・
31
(
火
)

直
哉
ら
一
行
︑
比
叡
山
へ
登
り
︑
坂
本
か
ら
船
で
大
津
へ
︒
小
林
屋
泊
︒
(
日
記
)
(﹃
寺
の
瓦
﹄
)
(
里
見
弴
﹃
若
き
日
の
旅
﹄
)
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄

十
六
)

武
者
小
路
実
篤
が
︑
直
哉
・
木
下
利
玄
宛
に
︑
奈
良
市
郵
便
局
留
置
の
葉
書
を
書
く
︒﹃
荒
野
﹄
は
三
日
に
発
行
さ
れ
る
そ
う
だ
︑
忠
太

郎
を
書
生
に
使
っ
て
く
れ
る
よ
さ
そ
う
な
所
が
あ
っ
た
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

武
者
小
路
実
篤
が
︑
直
哉
・
木
下
利
玄
・
里
見
弴
宛
に
︑
奈
良
市
郵
便
局
留
置
の
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
︑
サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
四
月
二
日
の
消
印
︑
麻
布
四
月
二
十
一
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉

宛
書
簡
集
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

一
〇
〇



4
・
1
(水
)

直
哉
ら
一
行
︑
汽
船
に
乗
っ
て
︑
石
山
寺
・
三
井
寺
を
見
︑
午
後
︑
疎
水
を
下
っ
て
京
都
へ
︒
夜
︑
花
見
小
路
の
都
踊
を
見
る
︒
(日
記
)

(﹃
寺
の
瓦
﹄
)
(里
見
弴
﹃
若
き
日
の
旅
﹄
)
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
六
)

有
島
武
郎
が
︑
直
哉
・
里
見
弴
・
木
下
利
玄
か
ら
の
葉
書
を
受
取
る
︒
(有
島
武
郎
﹃
観
想
録
﹄
)

4
・
2
(木
)

直
哉
ら
一
行
︑
東
西
本
願
寺
を
見
て
︑
奈
良
に
行
く
︒
留
置
の
郵
便
を
受
け
取
る
︒
直
哉
は
喜
ん
で
鹿
に
次
々
と
煎
餅
を
や
る
︒
春
日
神

社
を
経
て
若
草
山
に
登
る
︒
大
文
字
屋
泊
︒
(日
記
)
(﹃
寺
の
瓦
﹄
)
(里
見
弴
﹃
若
き
日
の
旅
﹄
)
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
六
)

4
・
3
(金
)

朝
︑
直
哉
ら
一
行
︑
博
物
館
を
見
︑
火
打
焼
の
店
で
昨
日
木
下
利
玄
が
忘
れ
た
関
野
貞
の
美
術
史
の
ノ
ー
ト
を
受
け
取
る
︒
見
物
の
虎
の

巻
に
し
て
い
た
ノ
ー
ト
だ
っ
た
︒
工
藤
で
写
真
を
買
う
︒
午
後
︑
新
薬
師
寺
を
見
て
︑
法
隆
寺
へ
向
か
い
︑
高
浜
虚
子
の
﹃
斑
鳩
物
語
﹄

に
あ
る
大
黒
屋
に
泊
ま
る
︒
三
人
で
高
浜
虚
子
に
出
す
葉
書
を
考
え
る
︒
(日
記
)
(﹃
寺
の
瓦
﹄
)
(
里
見
弴
﹃
若
き
日
の
旅
﹄
)
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄

十
六
)
(未
定
稿
129
﹃
或
る
旅
行
記
﹄
)

＊
『美
術
雑
談
﹄﹁
仏
像
に
つ
い
て
﹂
に
よ
れ
ば
︑
大
学
で
関
野
貞
の
講
義
を
聴
い
て
か
ら
仏
像
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
︒
里
見

弴
・
木
下
利
玄
と
関
西
旅
行
を
し
て
︑
奈
良
・
法
隆
寺
・
宇
治
・
京
都
を
回
っ
た
が
︑
そ
の
時
に
面
白
い
と
思
っ
た
の
は
鎌
倉
時
代
の
仏

像
︒
関
野
の
講
義
で
夢
殿
観
音
や
百
済
観
音
の
い
い
こ
と
は
聞
い
て
知
っ
て
い
た
が
︑
そ
の
良
さ
が
ま
だ
分
か
ら
な
か
っ
た
︒
推
古
仏
の

良
さ
が
分
か
っ
た
の
は
︑﹃
早
春
の
旅
﹄
に
も
書
い
た
よ
う
に
︑
大
分
あ
と
に
な
っ
て
か
ら
︒
絵
の
方
で
は
法
隆
寺
の
壁
画
が
い
い
︑
と

い
う
︒

4
・
4
(土
)

直
哉
ら
一
行
︑
法
隆
寺
を
見
学
︒
午
後
︑
吉
野
へ
︒
(日
記
)
(﹃
寺
の
瓦
﹄
)
(
里
見
弴
﹃
若
き
日
の
旅
﹄
)
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
六
)

直
哉
・
里
見
弴
・
木
下
利
玄
が
︑
法
隆
寺
夢
殿
の
絵
葉
書
を
木
下
利
玄
宛
に
出
す
︒
(
M
41
・
4
・
4
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

直
哉
は
︑
志
賀
英
子
・
直
三
・
淑
子
・
隆
子
に
︑
絵
葉
書
を
出
す
︒
(M
41
・
4
・
4
志
賀
英
子
宛
書
簡
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
︑
梅
田
郵
便
局
留
置
の
葉
書
を
送
る
︒﹃
荒
野
﹄
は
ま
た
延
び
た
が
︑
見
本
が
今
夜
一
冊
来
る
の
で
︑
ざ
っ
と

見
た
ら
送
る
︑
忠
太
郎
が
今
来
て
い
る
︑
結
婚
の
話
を
少
し
進
行
さ
せ
た
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

一
〇
一



4
・
5
(日
)

直
哉
ら
一
行
︑
吉
野
を
回
り
︑
下
市
の
弥
助
で
昼
食
︒
和
歌
山
へ
行
き
︑
木
下
利
玄
と
別
れ
る
︒
(
日
記
)
(﹃
寺
の
瓦
﹄
)
(里
見
弴
﹃
若
き
日

の
旅
﹄
)
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
六
)

直
哉
・
里
見
弴
が
︑
木
下
利
玄
に
吉
野
山
山
口
神
社
の
絵
葉
書
を
出
す
︒
(M
41
・
4
・
5
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

里
見
弴
が
︑
吉
野
か
ら
直
哉
に
絵
葉
書
を
送
る
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)
＊
六
日
付
と
な
っ
て
い
る
が
︑
五
日
の
誤
記
︒

4
・
6
(月
)

直
哉
と
里
見
弴
︑
和
歌
の
浦
を
見
る
︒
十
一
時
半
の
汽
車
で
大
阪
へ
行
く
︒
明
治
三
十
六
年
四
月
に
も
泊
ま
っ
た
大
川
町
の
千
秋
楼
に
泊

る
︒
梅
田
の
郵
便
局
で
︑
武
者
小
路
実
篤
の
﹃
荒
野
﹄
を
受
け
取
る
︒
乗
合
自
動
車
に
乗
る
︒
直
哉
は
自
動
車
に
乗
る
の
は
初
め
て
︒
角

座
で
観
劇
︒
右
団
次
の
お
染
人
形
︑
右
之
助
の
善
六
人
形
に
感
服
︒
(日
記
)
(﹃
寺
の
瓦
﹄
)
(里
見
弴
﹃
若
き
日
の
旅
﹄
)
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十

六
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
梅
田
郵
便
局
留
置
の
手
紙
を
送
る
︒
勘
解
由
小
路
資
承
に
話
し
て
︑
日
吉
タ
カ
と
の
結
婚
話
を
進
め
つ
つ
あ
る

こ
と
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

4
・
7
(火
)

朝
︑
直
哉
と
里
見
弴
︑
丸
善
に
行
き
︑
中
座
で
観
劇
︒﹁
伽
羅
先
代
萩
﹂﹁
碁
盤
太
平
記
﹂﹁
荒
木
又
右
衛
門
﹂﹁
伊
勢
音
頭
恋
寝
刃
﹂
を
見

る
︒
雁
治
郎
の
仁
木
弾
正
に
失
望
︒
(日
記
)
(﹃
寺
の
瓦
﹄
)
(里
見
弴
﹃
若
き
日
の
旅
﹄
)
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
六
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の

巻
)

直
哉
・
里
見
弴
が
︑
木
下
利
玄
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(M
41
・
4
・
7
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

4
・
8
(水
)

夜
八
時
二
十
五
分
の
汽
車
に
乗
り
︑
直
哉
と
里
見
弴
︑
帰
京
の
途
に
就
く
︒
直
哉
は
︑
里
見
弴
と
別
れ
て
一
人
瀬
戸
内
海
の
島
回
り
を
し

よ
う
か
と
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
迷
う
︒
(日
記
)
(﹃
寺
の
瓦
﹄
)
(里
見
弴
﹃
若
き
日
の
旅
﹄
)
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
六
)

直
哉
・
里
見
弴
が
︑
木
下
利
玄
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
中
座
の
仁
木
は
︑
わ
ざ
わ
ざ
寄
っ
て
見
る
価
値
は
な
い
︑
な
ど
︒
(
M
41
・
4
・
8
木

下
利
玄
宛
書
簡
)

4
・
9
(木
)

夜
六
時
半
︑
直
哉
と
里
見
弴
︑
新
橋
着
︒
午
前
十
一
時
着
の
予
定
が
大
雪
で
汽
車
が
遅
れ
た
た
め
︒
(
日
記
)
(﹃
寺
の
瓦
﹄
)
(里
見
弴
﹃
若
き
日

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

一
〇
二



の
旅
﹄
)
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
六
)

4
・
10
(金
)

午
後
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
の
所
に
行
く
︒
北
尾
富
烈
が
い
る
︒
夜
︑
三
人
で
正
親
町
公
和
の
所
に
行
く
が
︑
正
親
町
公
和
は
元
気
が

な
い
︒
(日
記
)

木
下
利
玄
が
足
守
か
ら
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

4
・
11
(土
)

午
前
︑
直
哉
は
牛
込
の
祖
母
・
高
橋
タ
ツ
の
見
舞
い
に
行
く
︒
夜
︑
柳
宗
悦
が
来
宅
︒
(
日
記
)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
葉
書
を
書
く
︒
八
日
の
葉
書
で
は
東
西
い
ず
れ
に
行
く
か
迷
っ
て
い
る
と
書
い
た
が
︑
吹
き
降
り
だ
っ
た
の
で
帰

京
す
る
こ
と
に
し
た
︑
武
者
小
路
実
篤
﹃
荒
野
﹄
が
や
っ
と
出
た
︑
有
島
生
馬
と
武
者
小
路
実
篤
と
は
友
達
に
な
っ
て
貰
わ
ね
ば
な
ら
ぬ

な
ど
︒
(M
41
・
4
・
11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

4
・
12
(日
)

午
前
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(日
記
)

4
・
13
(月
)

午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
と
里
見
弴
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(日
記
)

直
哉
は
︑
関
安
子
に
送
っ
た
書
名
を
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
12
﹂
補
⑥
P
3
)

木
下
利
玄
が
足
守
か
ら
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

4
・
14
(火
)

午
後
︑
直
哉
は
丸
善
か
ら
里
見
弴
の
所
に
寄
り
︑
夕
方
︑
正
親
町
公
和
の
所
に
行
く
︒
武
者
小
路
実
篤
が
来
て
い
る
︒
(
日
記
)

4
・
15
(水
)

直
哉
は
一
日
在
宅
︒
(日
記
)

4
・
16
(木
)

午
後
︑
正
親
町
公
和
︑
米
津
政
賢
︑
細
川
護
立
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(日
記
)

4
・
17
(金
)

直
哉
は
イ
プ
セ
ン
の

“
H
e
d
d
a
G
a
b
le
r”
(﹃
ヘ
ッ
ダ
・
ガ
ブ
ラ
ー
﹄
)
を
少
し
読
む
︒
武
者
小
路
実
篤
に
電
話
を
し
︑
誘
わ
れ
て
︑
夜
︑
武

者
小
路
実
篤
の
所
に
行
く
︒
松
村
務
も
来
て
い
る
︒
九
時
半
頃
帰
る
︒
こ
の
日
か
ら
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒
(日
記
)
(武
者
小
路
実
篤

﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)
(M
41
・
4
・
21
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

4
・
18
(土
)

直
哉
は

“
H
e
d
d
a
G
a
b
le
r”
を
読
む
︒
夜
︑
柳
宗
悦
の
所
に
行
く
と
︑
郡
虎
彦
と
共
に
︑
服
部
他
之
助
の
所
に
行
く
と
こ
ろ
だ
っ
た
の

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

一
〇
三



で
一
緒
に
行
く
︒
(日
記
)
(M
41
・
4
・
21
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

4
・
19
(日
)

午
前
︑
直
哉
は
柏
木
の
内
村
鑑
三
の
所
に
行
く
︒
イ
ー
ス
タ
ー
で
復
活
の
話
だ
っ
た
︒﹁
コ
リ
ン
ト
前
書
﹂
第
十
五
章
︒
午
後
︑
中
野
に

行
き
︑
運
動
︒
夜
︑
柳
宗
悦
・
三
浦
直
介
・
郡
虎
彦
と
レ
バ
ノ
ン
教
会
で
内
村
鑑
三
の
話
を
聞
く
︒
(日
記
)
(﹁
手
帳
12
﹂
補
⑥
P
4
)
(M

41
・
4
・
21
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

4
・
20
(月
)

午
前
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
結
婚
話
の
状
況
に
つ
い
て
武
者
小
路
実
篤
が
報
告
す
る
︒
十
一
時
過
ぎ
帰
る
と
い
う
の
で
︑

直
哉
は
清
水
谷
ま
で
送
る
︒
午
後
三
時
頃
︑
志
賀
留
女
と
話
を
し
︑
九
月
か
ら
の
生
活
に
つ
い
て
︑
直
哉
は
妹
と
留
女
と
三
人
で
別
居
す

る
の
が
一
番
い
い
と
主
張
す
る
が
︑
留
女
は
志
賀
直
温
が
承
知
す
る
も
の
か
と
言
い
︑
愚
痴
を
こ
ぼ
す
︒
夜
︑
ま
た
留
女
の
愚
痴
を
聞
か

さ
れ
る
が
︑
直
哉
が
関
西
旅
行
へ
出
か
け
た
後
︑
直
温
が
大
急
ぎ
で
旅
費
百
何
十
円
か
を
志
賀
家
に
届
け
さ
せ
て
い
た
事
を
知
り
︑
直
哉

は
感
動
し
て
泣
く
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)
(M
41
・
4
・
21
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

＊
志
賀
日
記
に
よ
る
と
︑
午
後
︑
直
哉
が
武
者
小
路
実
篤
の
家
つ
い
で
正
親
町
公
和
の
所
に
行
っ
た
︑
と
あ
る
︒

4
・
21
(火
)

朝
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
共
に
正
親
町
公
和
を
訪
問
︒
武
者
小
路
が
日
記
に
︑
直
哉
が
あ
る
時
︑
武
者
小
路
を
︑
心
に
苦
し

み
を
持
っ
て
い
る
人
を
癒
す
医
者
だ
と
言
っ
た
と
記
す
︒
午
後
︑
郡
虎
彦
と
三
浦
直
介
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
郡
が
内
村
鑑
三
の
所
に
行
き

た
い
と
い
う
相
談
だ
っ
た
︒
郡
が
文
科
に
行
く
と
言
っ
た
ら
︑
叔
父
の
石
渡
敏
一
に
頭
ご
な
し
に
叱
ら
れ
た
と
聞
く
︒
直
哉
は
︑
十
七
日

か
ら
書
き
始
め
た
有
島
生
馬
宛
の
手
紙
を
書
き
終
え
る
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)
(
日
記
)
(
M
41
・
4
・
21
有
島
生
馬
宛

書
簡
)

木
下
利
玄
が
直
哉
・
里
見
弴
宛
に
京
都
か
ら
絵
葉
書
を
書
く
︒
二
十
二
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

4
・
22
(水
)

午
後
︑
直
哉
は
八
十
四
銀
行
に
行
き
︑
明
治
座
を
一
寸
見
る
が
面
白
く
な
く
て
帰
途
︑
歌
舞
伎
座
の
千
秋
楽
に
行
き
︑﹁
伽
羅
先
代
萩
﹂

を
見
る
︒
夜
︑
武
者
小
路
実
篤
が
来
宅
︑
十
時
半
帰
る
︒
(日
記
)
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤

の
巻
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

一
〇
四



4
・
23
(木
)

直
哉
は
﹃
B
la
ck
M
a
ria﹄
を
半
分
執
筆
︒
(日
記
)

武
者
小
路
実
篤
が
日
記
に
︑
自
分
の
閉
口
は
新
し
き
生
涯
に
入
る
不
安
︑
直
哉
や
正
親
町
公
和
の
閉
口
は
新
し
き
生
涯
に
入
れ
ぬ
不
安
だ

と
書
き
記
す
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
送
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
二
十
四
日
の
消
印
︑
麻
布
五
月
十
六
日
の
消
印
︒
昨
夜
︑
京
都
・
笠
置
か
ら
の
絵
葉
書
を
受

け
取
っ
た
︑
友
の
看
病
を
し
て
い
る
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

正
親
町
公
和
が
直
哉
に
自
筆
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

4
・
24
(金
)

直
哉
は
︑
午
前
︑﹃
小
説

｢ブ
ラ
ッ
ク
マ
ラ
イ
ヤ
﹂﹄
(﹃
B
la
ck
M
a
ria﹄
)
完
成
︒
午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
一
緒
に
里
見
弴
の
所

へ
行
く
︒
児
島
喜
久
雄
と
田
村
寛
貞
が
い
る
︒
夜
︑
内
村
鑑
三
の
家
の
演
説
会
に
い
く
︒
河
面
仙
四
郎
︑
渡
辺
三
造
︑
倉
橋
惣
三
の
話
が

あ
る
︒
五
月
八
日
は
︑
小
野
保
之
︑
大
賀
一
郎
︑
直
哉
が
演
説
す
る
こ
と
に
な
る
︒
(
未
定
稿
38
)
(
日
記
)
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄

所
収
日
記
)
(﹁
手
帳
12
﹂
補
⑥
P
4
～
5
)

4
・
25
(土
)

午
後
︑
直
哉
は
︑
志
賀
留
女
︑
妹
弟
と
鎌
倉
に
行
く
︒
(日
記
)

4
・
26
(日
)

午
前
︑
直
哉
は
海
岸
で
キ
シ
ャ
ゴ
を
拾
う
︒
午
後
︑
自
転
車
の
競
争
を
見
る
︒
七
時
頃
帰
宅
︒
(
日
記
)

直
哉
は
︑
鎌
倉
か
ら
木
下
利
玄
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(M
41
・
4
・
26
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

4
・
27
(月
)

午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
直
哉
と
武
者
小
路
実
篤
は
三
時
頃
︑
柳
宗
悦
の
所
に
行
く
が
︑
ま
だ
学
校
か
ら
帰
宅
し
て
い

な
い
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

こ
の
頃

直
哉
は
︑
五
月
八
日
の
演
説
に
む
け
て
︑
善
悪
を
計
る
一
番
の
も
の
さ
し
は
︑
好
悪
の
感
情
に
あ
る
︑
古
来
偉
い
人
は
偶
像
破
壊
者
だ
と

い
う
﹃
好
悪
と
善
悪
﹄
を
考
え
る
︒
(﹁
ノ
ー
ト
4
﹂
補
⑥
P
207
～
212
)

4
・
28
(火
)

直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
し
た
が
︑
留
守
の
た
め
正
親
町
公
和
を
訪
問
︒
後
で
武
者
小
路
実
篤
も
や
っ
て
来
る
︒
四
時
頃
︑
直
哉
と

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

一
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五



正
親
町
公
和
は
︑
木
下
利
玄
を
訪
問
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

4
・
30
(木
)

午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
四
時
頃
︑
直
哉
と
武
者
小
路
実
篤
は
武
者
小
路
家
に
行
く
︒
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時

代
﹄
所
収
日
記
)

直
哉
は
︽
真
ン

か
ら
知
り
真
ン

か
ら
欲
す
る
︾
と
い
う
事
の
重
要
性
を
説
く
演
説
を
考
え
る
︒
(﹁
手
帳
12
﹂
補
⑥
P
5
～
8
)

5
・
1
(金
)

武
者
小
路
実
篤
が
唐
池
か
ら
直
哉
に
葉
書
を
送
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

5
・
2
(土
)

直
哉
は
︽
真
ン

か
ら
︾
と
い
う
事
の
重
要
性
を
説
く
演
説
の
続
き
を
考
え
る
︒
(﹁
手
帳
12
﹂
補
⑥
P
8
～
9
)

5
・
3
(日
)

午
前
︑
直
哉
は
内
村
鑑
三
の
所
を
遅
刻
︒
中
野
へ
行
く
︒
午
後
︑
関
西
旅
行
の
思
い
出
の
会
を
す
る
た
め
に
︑
里
見
弴
の
所
に
行
く
が
︑

家
族
に
留
守
だ
と
言
わ
れ
る
︒
朝
︑
木
下
利
玄
の
都
合
で
取
り
や
め
に
な
っ
た
の
に
︑
直
哉
が
出
か
け
て
い
て
連
絡
が
つ
か
ず
︑
里
見
弴

は
待
っ
て
い
る
う
ち
に
寝
て
し
ま
っ
て
︑
直
哉
が
来
た
の
に
気
付
か
な
か
っ
た
︒
(日
記
)
(﹃
寺
の
瓦
﹄
)

5
・
4
(月
)

武
者
小
路
実
篤
が
C
か
ら
の
手
紙
を
直
哉
に
回
送
す
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
昨
日
失
敬
し
た
訳
は
︑
里
見
弴
か
ら
聞
い
た
だ
ろ
う
︑
里
見
弴
と
三
人
の
会
は
︑
九
日
午
後
は
ど
う

か
︑
国
文
科
英
文
科
の
件
は
決
定
し
た
の
で
も
な
い
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

5
・
5
(火
)

朝
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
十
一
時
頃
︑
共
に
銀
座
に
行
き
︑
共
に
志
賀
家
に
帰
宅
︒
武
者
小
路
実
篤
は
一
時
半
頃
辞
去
︒
夜
︑

柳
宗
悦
が
来
て
︑
郡
虎
彦
の
こ
と
を
相
談
す
る
︒
(日
記
)
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

5
・
6
(水
)

午
前
︑
直
哉
は
薔
薇
の
虫
を
取
り
︑
岩
倉
道
倶
を
訪
問
︒
午
後
︑
一
緒
に
田
村
寛
貞
を
誘
っ
て
戸
山
の
原
に
行
く
︒
木
下
利
玄
の
所
へ
寄

る
が
留
守
︒
木
下
利
玄
は
里
見
弴
の
家
で
直
哉
を
待
っ
て
い
た
︒
こ
の
日
︑
里
見
弴
の
家
で
関
西
旅
行
の
思
い
出
の
会
を
す
る
予
定
だ
っ

た
が
︑
直
哉
は
日
を
間
違
え
て
い
た
︒
(日
記
)
(﹃
寺
の
瓦
﹄
)

木
下
利
玄
が
里
見
弴
と
寄
せ
書
き
で
︑
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
六
日
と
決
め
た
後
︑
直
哉
に
木
下
利
玄
の
九
日
云
々
の
葉
書
が
届
い
て
︑

延
期
に
な
っ
た
の
だ
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
︑
九
日
の
午
後
に
集
ま
ろ
う
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)
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5
・
7
(木
)

午
前
︑
郡
虎
彦
と
柳
宗
悦
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
午
後
︑
直
哉
と
一
緒
に
丸
善
に
行
く
︒
(
日
記
)

5
・
8
(金
)

直
哉
は
︑
午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
神
田
金
樹
が
い
る
︒
正
親
町
公
和
も
来
る
︒
ク
リ
ン
ゲ
ル
の
エ
ッ
チ
ン
グ
集
の
﹃
間
奏
曲
﹄

を
頼
む
︒
六
時
半
頃
か
ら
内
村
鑑
三
の
家
に
行
く
︒
(日
記
)
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
5
・
9
日
記
)

5
・
9
(土
)

午
後
︑
里
見
弴
の
家
に
直
哉
︑
木
下
利
玄
も
集
ま
り
︑
旅
行
の
思
い
出
会
を
開
く
︒﹃
寺
の
瓦
﹄
の
朗
読
を
し
︑
旅
行
を
思
い
出
し
て
随

分
笑
う
︒
十
一
時
辞
去
︒
(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)
(﹃
寺
の
瓦
﹄
)

5
・
10
(日
)

午
前
︑
直
哉
は
内
村
鑑
三
の
所
に
行
く
︒
午
後
︑
中
野
で
運
動
会
︒
二
十
八
人
集
ま
る
︒
(
日
記
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
送
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

5
・
11
(月
)

晩
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

5
・
13
(水
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
送
る
︒
ソ
ロ
ー
の
﹃
森
﹄
を
読
ん
で
︑
プ
レ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
と
い
う
主
義
を
立
て
た
ら
面
白
い
と
思
っ

た
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

5
・
14
(木
)

細
川
護
立
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

勘
解
由
小
路
康
子
と
川
口
武
孝
と
の
婚
礼
の
日
だ
が
︑
川
口
武
孝
が
肋
膜
を
病
ん
で
病
床
に
あ
る
為
︑
荷
物
だ
け
他
人
の
家
に
預
け
る
事

に
し
︑
武
者
小
路
家
か
ら
送
り
出
す
︒
午
後
︑
十
四
日
会
を
正
親
町
公
和
家
で
開
催
︒
十
四
日
会
の
講
演
日
の
第
一
回
目
︒
正
親
町
公
和

が
﹃
モ
ー
ダ
ン
・
ペ
イ
ン
タ
ー
﹄
に
つ
い
て
講
義
す
る
︒
帰
途
︑
直
哉
は
︑
武
者
小
路
実
篤
に
﹁
淋
し
い
美
し
い
感
じ
を
人
に
与
え
る
も

の
を
書
こ
う
と
思
っ
て
い
る
﹂
と
語
る
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

＊
川
口
武
孝
は
川
口
武
定
男
爵
の
四
男
で
陸
軍
士
官
学
校
第
十
六
期
の
卒
業
生
︒
近
衛
歩
兵
第
二
聯
隊
附
少
尉
︒
(阿
川
弘
之
﹃
志
賀
直

哉
﹄
)

5
・
16
(土
)

晩
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

5
・
17
(日
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
送
る
︒
月
曜
の
晩
は
カ
ル
タ
の
件
で
来
て
く
れ
る
か
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)
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5
・
18
(月
)

夕
方
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
六
時
半
頃
か
ら
武
者
小
路
公
共
の
仲
間
と
カ
ル
タ
取
り
を
す
る
︒
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時

代
﹄
所
収
日
記
)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
葉
書
を
書
く
︒﹁
東
京
朝
日
新
聞
﹂
の
島
崎
藤
村
﹃
春
﹄・﹁
読
売
新
聞
﹂
の
田
山
花
袋
﹃
生
﹄
の
切
り
抜
き
を

送
っ
た
︑
松
平
春
光
も
米
津
政
賢
も
徴
兵
は
逃
れ
た
︑
と
の
こ
と
︒
(M
41
・
5
・
18
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
十
九
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

5
・
19
(火
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
二
十
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

5
・
20
(水
)

直
哉
は
︑
志
賀
英
子
・
直
三
と
共
に
︑
韓
国
の
志
賀
直
温
に
手
紙
を
出
す
︒
(M
41
・
5
・
20
志
賀
直
温
宛
書
簡
)

5
・
21
(木
)

午
後
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
二
時
過
ぎ
︑
共
に
正
親
町
公
和
を
訪
問
︒
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

5
・
22
(金
)

C
か
ら
の
手
紙
が
武
者
小
路
実
篤
に
届
く
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
手
紙
を
送
る
︒
日
吉
タ
カ
と
の
こ
と
︑
C
に
随
分
御
無
沙
汰
し
て
い
る
の
で
音
信
の
節
は
よ
ろ
し
く
︑
な
ど
︒

(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

5
・
23
(土
)

直
哉
の
武
者
小
路
実
篤
宛
の
葉
書
が
届
く
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

5
・
24
(日
)

午
後
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
五
時
頃
︑
直
哉
と
共
に
丸
善
に
行
く
︒
武
者
小
路
実
篤
は
ビ
ー
ル
シ
ョ
ウ
ス
キ
ー
の
﹃
ゲ
ー

テ
伝
﹄
を
買
う
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
ロ
ー
レ
ン
ス
先
生
の
試
験
は
や
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
︑
火
曜
に
は
行
く
︑
三
十
日
の
十
四
日
会
の

た
め
︑
京
都
の
暮
春
と
東
京
の
初
夏
を
書
く
︑
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

直
哉
は
関
安
子
へ
︑
ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
︑
美
術
講
話
︑
美
術
史
︑
サ
ロ
ン
︑
ラ
フ
ァ
エ
ル
な
ど
の
本
を
送
る
︒
(﹁
手
帳
12
﹂
補
⑥
P
9
)

5
・
26
(火
)

昼
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
九
時
過
ぎ
ま
で
い
る
︒
直
哉
が
イ
プ
セ
ン
に
つ
い
て
の
講
義
を
す
る
予
定
だ
っ
た
が
︑
朝
か
ら

来
客
の
為
︑
三
十
日
に
延
期
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

一
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5
・
28
(木
)

直
哉
は
﹃
山
の
水
車
﹄
執
筆
︒
四
年
程
前
に
考
え
︑
何
遍
も
書
き
か
け
た
も
の
︒
(未
定
稿
39
)

5
・
29
(金
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
手
紙
を
送
る
︒
明
日
の
作
品

(小
説
と
お
と
ぎ
話
)
が
出
来
た
︑﹃
ゲ
ー
テ
伝
﹄
は
面
白
い
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路

実
篤
全
集
﹄
)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

5
・
30
(土
)

武
者
小
路
実
篤
家
に
て
十
四
日
会
︒
直
哉
は
﹃
山
の
水
車
﹄
を
持
っ
て
行
く
︒
木
下
利
玄
は
﹃
孤
児
﹄
の
一
と
二
︑
正
親
町
公
和
は
﹃
疑

問
﹄
を
持
参
︒
直
哉
が
﹃
ヘ
ツ
ダ
・
ガ
ブ
ラ
ー
﹄
に
つ
い
て
の
講
演
を
す
る
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

5
・
31
(日
)

夜
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
十
一
時
ま
で
い
る
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

6
・
1
(月
)

正
親
町
公
和
が
直
哉
に
︑
丁
寧
な
﹃
山
の
水
車
﹄
評
を
書
い
て
送
る
︒﹃
疑
問
﹄
の
評
が
出
来
た
の
な
ら
富
士
見
町
へ
送
っ
て
欲
し
い
と

の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
五
月
二
十
三
日
に
小
包
郵
便
で
油
絵
を
送
っ
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

6
・
2
(火
)

午
後
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
と
日
比
谷
で
待
合
わ
せ
︑
太
平
洋
画
会
と
動
物
園
を
見
る
︒
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
︑﹃
山
の
水
車
﹄
は
︑
も
の
た
り
な
い
︑
不
自
然
だ
と
批
評
す
る
書
簡
を
送
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
(﹃
志

賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

6
・
3
(水
)

直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
﹃
荒
野
﹄
の
扉
に
書
き
込
み
を
す
る
︒
(補
④
P
521
)

6
・
4
(木
)

直
哉
は
︑
午
後
一
時
半
頃
︑
十
四
日
会
で
︑
武
者
小
路
実
篤
家
を
訪
問
︒
正
親
町
公
和
︑
木
下
利
玄
は
既
に
来
て
い
る
︒
木
下
利
玄
か
ら

﹃
山
の
水
車
﹄
と
そ
の
批
評
を
受
け
取
る
︒
木
下
利
玄
作
﹃
孤
児
﹄
を
受
け
取
る
︒
二
時
頃
か
ら
二
時
間
ほ
ど
︑
武
者
小
路
実
篤
が

﹃
ゲ
ー
テ
伝
﹄
を
講
義
す
る
︒
直
哉
は
︑
夕
食
後
︑
辞
去
︒
(木
下
利
玄
日
記
)
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

6
・
6
(土
)

朝
︑
直
哉
の
武
者
小
路
実
篤
宛
の
葉
書
が
届
く
︒
晩
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
す
る
が
留
守
な
の
で
︑
八
時
近
く
に
な
っ
て
正
親

町
公
和
を
訪
問
し
︑
そ
こ
で
武
者
小
路
実
篤
に
も
会
う
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

朝
︑
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
送
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

一
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｢聖
書
之
研
究
﹂
第
百
号
感
謝
会
が
︑
柏
木
の
内
村
鑑
三
の
所
で
あ
り
︑
直
哉
も
出
席
し
︑
記
念
撮
影
︒
岩
波
茂
雄
︑
グ
ン
デ
ル
ト
夫
妻
︑

大
賀
一
郎
︑
倉
橋
惣
三
な
ど
七
十
六
名
が
参
列
︒
(国
際
基
督
教
大
学
﹁
内
村
鑑
三
記
念
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
﹂
)

＊
政
池
仁
﹃
内
村
鑑
三
伝
﹄
に
よ
れ
ば
︑
六
月
五
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
︑
今
井
館
開
館
式
及
び
﹁
聖
書
之
研
究
﹂
第
百
号
感
謝
会

が
開
催
さ
れ
た
︒
こ
の
時
︑
最
近
ド
イ
ツ
か
ら
来
て
内
村
の
隣
に
住
ん
だ
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
ン
デ
ル
ト
夫
妻
も
参
加
し
た
︒

こ
の
頃
か
？

天
野
貞
祐
が
︑
内
村
鑑
三
の
隣
人
・
グ
ン
デ
ル
ト
の
子
供
の
葬
式
の
時
︑
直
哉
に
﹃
血
笑
記
﹄
が
面
白
い
と
言
わ
れ
た
事
が
あ
っ
た
︒

(対
談
﹃
内
村
鑑
三
そ
の
他
﹄
)
(﹃
内
村
鑑
三
先
生
の
憶
ひ
出
﹄
)

＊
天
野
貞
祐
が
内
村
鑑
三
の
聖
書
講
義
に
出
席
を
許
さ
れ
た
の
は
一
高
在
学
中

(M
39
～
42
)
の
こ
と
︒
(天
野
貞
祐
﹃
内
村
鑑
三
先
生
の
こ

と
﹄﹃
追
想
集

内
村
鑑
三
先
生
﹄
)
天
野
は
最
初
︑
柏
木
の
今
井
館
に
通
っ
た
︒
(
対
談
﹃
内
村
鑑
三
そ
の
他
﹄
)

＊
グ
ン
デ
ル
ト
は
︑
内
村
鑑
三
を
慕
っ
て
明
治
三
十
九
年
来
日
︑
数
年
間
柏
木
の
内
村
の
隣
に
居
住
し
た
︒
(﹃
聖
書
之
研
究

総
目
録
﹄
寄

稿
者
紹
介
)

こ
の
頃
か
？

川
面

(↓
河
面
仙
四
郎
)
・
倉
橋
惣
三
・
志
賀
直
哉
の
三
人
が
内
村
鑑
三
に
指
名
さ
れ
て
演
説
を
さ
せ
ら
れ
た
の
を
天
野
貞
祐
が
聴
い
た
事

が
あ
っ
た
︒
(対
談
﹃
内
村
鑑
三
そ
の
他
﹄
)

6
・
7
(日
)

前
日
か
ら
二
日
間
に
わ
た
っ
て
︑
上
野
の
奏
楽
堂
で
東
京
音
楽
学
校
第
十
八
回
春
季
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
る
︒
藤
井

(三
浦
)
環
が
︑
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
﹁
エ
リ
ア
﹂
に
出
演
︒
(田
辺
久
之
﹃
考
証

三
浦
環
﹄
)

未
定
稿
53
﹃
竹
本
東
猿
を
聴
い
て
﹄
で
︑
こ
の
曲
に
言
及
し
て
い
る
の
で
︑
直
哉
も
こ
れ
を
聴
い
た
か
︒

6
・
8
(月
)

武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
を
訪
問
す
る
が
︑
直
哉
は
留
守
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

6
・
9
(火
)

朝
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
十
二
時
ま
で
滞
在
︒
直
哉
も
武
者
小
路
実
篤
も
元
気
が
な
く
話
が
は
ず
ま
な
い
︒
(武
者
小
路
実

篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

6
・
10
(
水
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
十
四
日
会
は
十
五
日
に
し
て
欲
し
い
︑
﹃
孤
児
﹄
の
批
評
を
聞
き
に
行
こ
う
か
︑
十
三
日
の
昼
間
が

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)

一
一
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都
合
が
良
い
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

6
・
11
(木
)

夜
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

6
・
12
(金
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ル
ー
ア
ン
の
消
印
︑
麻
布
七
月
一
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

6
・
13
(土
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ル
ー
ア
ン
十
四
日
の
消
印
︑
麻
布
七
月
四
日
の
消
印
︒
直
哉
が
持
っ
て
い
る
﹃
ピ
ュ
ヴ
ィ
ス
全

集
﹄
の
中
に
あ
る
﹁
ル
ー
ア
ン
﹂
の
絵
を
見
て
感
心
し
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

6
・
15
(月
)

午
後
︑
十
四
日
会
で
正
親
町
公
和
家
に
︑
直
哉
︑
武
者
小
路
実
篤
︑
木
下
利
玄
が
集
ま
る
が
︑
正
親
町
公
和
の
講
義
は
準
備
が
間
に
合
わ

ず
中
止
と
な
り
︑
四
人
で
神
楽
坂
を
散
歩
︒
木
下
利
玄
は
︑
六
月
中
に
読
む
と
直
哉
と
約
束
し
た
﹃
フ
ラ
ウ
ゾ
ル
ゲ
﹄
の
第
一
章
を
読
む
︒

(木
下
利
玄
日
記
)
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

6
・
17
(水
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
手
紙
を
送
る
︒
写
真
と
手
紙
が
来
た
か
ら
お
送
り
す
る
︑
二
十
一
日
で
も
い
い
︑
日
吉
タ
カ
に
つ
い
て
の
女
学

校
の
先
生
の
評
判
は
い
い
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
直
哉
の
病
気
は
そ
の
後
い
か
が
︑﹃
月
見
草
﹄
は
二
十
日
に
は
と
て
も
出
来
な
い
︑
細
川
護
立
が
十

八
～
二
十
日
の
夕
方
︑
誘
い
合
わ
せ
て
来
て
は
ど
う
か
と
言
っ
て
き
た
︑
二
十
一
日
の
件
承
知
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

6
・
19
(金
)

午
前
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
午
後
︑
直
哉
と
共
に
丸
善
に
行
き
︑
武
者
小
路
実
篤
は
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
の
写
真
四
葉
が
載
っ

て
い
る
雑
誌
を
買
う
︒
そ
の
後
︑
上
野
動
物
園
︑
音
楽
会
に
行
く
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

6
・
21
(日
)

十
四
日
会
︒
朝
︑
直
哉
は
木
下
利
玄
を
訪
問
︒
午
後
に
は
武
者
小
路
実
篤
︑
三
時
頃
に
は
正
親
町
公
和
も
や
っ
て
来
る
︒
四
時
半
頃
︑
四

人
で
新
宿
の
耕
牧
園
に
行
き
︑
花
を
見
る
︒
(木
下
利
玄
日
記
)
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

6
・
24
(水
)

二
時
半
頃
か
ら
六
時
前
ま
で
︑
武
者
小
路
実
篤
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
彼
の
青
年
時
代
﹄
所
収
日
記
)

6
・
26
(金
)

武
者
小
路
実
篤
が
︑
仙
台
か
ら
直
哉
に
絵
葉
書
を
送
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

6
・
27
(土
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︑
麻
布
七
月
十
五
日
の
消
印
︒
﹃
春
﹄
と
﹃
生
﹄
が
到
着
し
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)
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宛
書
簡
集
﹄
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
“
D
a
m
e
C
a
re
”
(﹃
憂
愁
夫
人
』=

『フ
ラ
ウ
ゾ
ル
ゲ
﹄
)
を
読
ん
で
い
る
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

6
・
29
(月
)

武
者
小
路
実
篤
が
︑
北
海
道
の
有
島
武
郎
の
所
か
ら
︑
直
哉
に
葉
書
を
送
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

6
・
30
(火
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
十
日
余
り
︑
人
と
つ
き
あ
わ
ず
に
﹃
憂
愁
夫
人
﹄
を
読
ん
だ
の
で
読
了
の
見
込
み
有
り
︑
明
日
は
お

目
に
か
か
る
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
三
)
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